
き
、
専
門
実
技
教
育
の
充
実
を
は
か
っ
た
。

一
、
普
通
科
、
専
修
科
を
廃
止
し
、
予
備
の
課
程
（
一
年
）
、
本
科
（
四
年
）
を
置

改
正
の
要
点
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

規
則
改
正

解

説

暉
受
第
九
九
琥

庶
第
二

0
七
琥

去
ル
八
月
甘
一
日
附
ヲ
以
テ
本
校
第
四
年
報
及
御
送
附
候
慮
右
年
報
中
経
費
ノ

部
二
誤
謬
有
之
候
二
付
訂
正
之
上
別
紙
及
御
送
附
候
間
乍
御
手
敷
最
前
差
出
候

分
卜
御
挿
替
相
成
度
此
段
及
御
照
會
候
也

明
治
廿
六
年
十
月
十
二
日

東
京
美
術
學
校

文
部
大
臣
官
房

報
告
課
御
中

（
別
紙
は
省
略
。
巻
末
表
①
明
治
二
十
五
年
の
訂
正
金
額
参
照
。）

（
道
庁
府
県
別
各
科
現
員
一
覧
表
、
経
費
、
書
籍
器
械
の
項
省
略
）

本
年
中
卒
業
生
ニ
シ
テ
圏
画
科
敦
員
免
許
状
ヲ
受
領
セ
シ
者
十
二
人
又
生
徒
中

徴
兵
適
齢
二
付
本
校
ノ
証
明
書
ヲ
願
出
之
ヲ
交
付
シ
タ
ル
者
四
十
八
人
又
不
都

合
ノ
廉
ア
リ
本
校
規
則
二
照
シ
譴
責
ス
ル
者
一
人
停
學
ヲ
命
ス
ル
者
一
人
除
名

ス
ル
者
七
人
ナ
リ

二
、
美
術
工
芸
科
中
に
鋳
金
科
を
新
設
し
、
漆
工
科
を
蒔
絵
科
と
改
称
し
た
。

三
、
特
別
の
課
程
に
よ
る
教
員
雅
成
を
廃
し
、
絵
画
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
教
職
科

目
を
設
け
、
同
科
の
教
育
の
一
環
と
し
て
教
員
疫
成
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

四
、
図
画
講
習
科
を
新
設
し
、
現
職
教
員
の
補
修
教
育
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

五
、
公
立
中
学
校
卒
業
者
の
た
め
に
入
学
試
験
に
お
け
る
学
科
無
試
験
規
程
を
設
け

こ。t
 

鋳
金
科
設
置

鋳
金
に
関
す
る
教
育
は
既
に
明
治
二
十
三
年
か
ら
美
術
工
芸
科
の
金
工
の
部
門
で
行

わ
れ
て
い
た
。
即
ち
金
工
専
攻
の
生
徒
は
第
一
年
で
、

「
造
型
」
（
「
土
型
蛾
型
等
二
由

テ
鋳
造
物
ノ
牝
型
ヲ
造
ル
ヲ
教
ユ
」
）
、

「
冶
金
法
」
（
「
合
金
分
金
等
金
工
二
適
当
ナ
ル

冶
金
学
ノ
大
要
ヲ
講
授
ス
」
）
、

「
金
工
史
」
、
「
図
案
」
、
「
工
場
実
習
」
な
ど
の
授
業
で

基
本
を
学
び
、
第
二
年
以
後
、
彫
金
、
鋳
金
の
い
ず
れ
か
を
専
修
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。
鋳
金
教
育
の
指
母
者
は
岡
崎
雪
声
（
前
出
）
、
蝋
型
の
名
人
大
島
如
雲
、

杉
浦

清
太
郎
（
明
治
二
十
四
年
解
嘱
）
、
杉
浦
瀧
太
郎
ら
で
、
鋳
金
科
設
個
後
も
指
母
体
制
に

は
特
に
変
化
は
無
か
っ
た
。

[
n
ロ
ノ
プ
ス
〕

閣
龍
世
界
博
覧
会

明
治
二
十
六
年
に
米
国
｀
ゾ
カ
ゴ
市
で
世
界
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
日

本
政
府
は
か
つ
て
無
い
租
極
的
姿
勢
で
出
品
準
備
を
開
始
し
た
。
そ
の
際
、
博
覧
会
事

務
局
副
総
裁
と
し
て
指
揮
に
あ
た
っ
た
の
は
本
校
と
縁
故
の
深
い
九
鬼
隆
一
で
あ
り
、

本
校
も
必
然
的
に
協
力
体
制
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
ま
ず
美
術
品
と
し
て

橋
本
雅
邦
の
「
山
水
図
」
、
高
村
光
雲
の
「
老
猿
」
、
竹
内
久
一
の
「
伎
芸
天
」
な
ど
を

含
む
六
十
二
点
が
制
作
さ
れ
、
さ
ら
に
今
の
万
博
日
本
館
に
相
当
す
る
「
鳳
凰
殿
」
の

室
内
装
飾
制
作
が
行
わ
れ
た
。

3
 

2
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こ
の
博
覧
会
に
際
し
て
岡
倉
校
長
は
評
議
員
（
教
育

・
心
芸

・
衛
生
部
、
美
術

・
美

術
工
芸
部
、
官
庁
出
品
部
担
当
）
兼
鑑
査
官
（
彫
刻
類

・
金
工
類

・
緑
エ
類

・
版
エ
類

そ
の
他
担
当
）
を
勤
め
た
が
、
特
に
米
主
催
者
側
が
日
本
出
品
の
美
術
品
を
工
芸
品
で

は
な
く
美
術
品
と
し
て
展
示
す
る
よ
う
主
張
し
認
め
さ
せ
た
点
で
功
紹
が
あ
っ
た
。
こ

の
こ
と
は
当
時
の
新
聞
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

評
議
員
よ
り
日
本
美
術
品
の
性
質
に
脳
し
て
協
議
を
提
起
し
た
る
者
あ
り
即
ち
本
来

西
洋
の
美
術
品
と
云
へ
る
は
唯
油
霰
及
び
大
理
石
の
彫
刻
類
に
止
ま
り
て
本
邦
の
美

術
と
す
る
水
痙
な
り
七
賓
な
り
又
た
金
銀
象
牙
の
細
工
物
な
り
総
ぺ
て
之
れ
を
正
式

の
美
術
品
と
し
て
公
認
し
居
ら
ざ
る
が
如
し
勿
論
従
来
是
等
の
日
本
品
は
獣
認
の
姿

に
て
西
洋
美
術
品
の
班
に
加
へ
ら
れ
居
れ
り
と
雖
も
斯
く
て
は
甚
だ
本
邦
美
術
品
の

為
め
に
遣
憾
な
き
能
は
ず
其
稜
達
の
事
情
を
異
に
し
て

一
種
特
色
の
も
の
と
な
り
た

る
本
邦
の
美
術
品
が
其
特
色
な
る
が
為
め
に
公
け
に
西
洋
の
美
術
品
に
容
れ
ら
れ
ざ

る
こ
と
あ
り
と
し
て
は
寧
ろ
不
都
合
の
仕
義
た
る
べ
し
或
は
日
本
の
箱
盟
は
給
證
に

非
ず
し
て
模
様
な
り
と
の
説
も
あ
ら
ん
賊
な
れ
ど
も
其
綸
盟
が
西
洋
の
給
證
に
似
ざ

る
所
即
ち
本
邦
美
術
の
特
色
た
る
所
以
に
し
て
之
を
西
洋
の
模
様
に
擬
す
る
な
ど
は

更
に
美
術
の
阻
味
を
知
ら
ざ
る
の
説
な
り
兎
に
角
今
日
日
本
の
美
術
品
を
以
て
員
の

美
術
品
に
非
ず
と
思
ふ
者
な
き
は
必
定
な
れ
ば
穂
て
本
を
絡
斑
に
取
り
て
成
た
る
物

は
其
水
盟
た
る
と
細
工
物
た
る
と
を
問
は
ず
悉
く
之
を
美
術
品
と
し
て
公
認
あ
ら
ん

こ
と
を
諮
求
す
べ
し
云
々
と
い
ふ
の
趣
旨
に
て
こ
れ
に
は
別
段
異
論
な
か
り
し
趣
な

れ
ば
何
れ
営
局
者
に
於
て
適
宜
に
慮
囮
す
る
こ
と
な
ら
ん
と
云
ふ

（
明
治
二
十
四
年
十
二
月
二
十
―
―
一
日

『時
事
新
報
』
）

右
は
明
治
二
十
四
年
十
二
月
二
十
一
日
の
縛
覧
会
評
議
員
会
に
関
す
る
記
事
で
、
文

中
の
「
評
議
員
」
が
岡
倉
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
同
月
二
十
二
日
付

『横
浜
貿
易
新
聞
』

商
貿
易
ノ
媒
ヲ
為
ス
ニ
在
ル
コ
ト

に
「
昨
廿
一
日
は
岡
倉
評
議
員
よ
り
提
出
せ
し
美
術
品
陳
列
の
件
は
手
島
〔
精
一
〕
事

務
官
を
し
て
米
國
博
吃
會
事
務
局
へ
申
入
る
4

こ
と
に
決
し
云
々
」
と
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
判
明
す
る
。
手
島
と
米
国
側
代
表
と
の
協
議
の
結
果
、
こ
の
件
は
岡
倉
の
主
張
ど

お
り
に
採
択
さ
れ
た
。

『臨
時
婢
究
会
事
務
局
報
告
』
（
明
治
二
十
八
年
五
月
三
十
一

日
発
行
）
に
は
こ
の
こ
と
が
「
而
シ
テ
多
年
エ
藝
品
中
二
混
入
セ
ラ
レ
タ
ル
我
力
美
術

品
ハ
是
ョ
リ
泰
西
美
術
ノ
中
二
伍
ス

ル
コ
ト
ヲ
得
タ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い

る。

本
邦
家
屋

（「
鳳
凰
殿
」
）

コ
ロ
ン
プ
ス
世
界
博
覧
会
に
際
し

て
日
本
政
府
は
会
湯
に

「鳳
凰
殿
」

と
称
す
る
擬
古
的
建
物
を
建
設
し
て

展
示
し
、
閉
会
後
に
そ
れ
を
シ
カ
ゴ

市
に
寄
贈
し
た
。
前
出

『臨
時
博
覧

会
事
務
局
報
告
』
に
は
建
設
の
趣
旨

が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

4
 〔

第
四
章
〕
第
二
十
款

凡
ソ
博
翌
會
ノ
要
ハ
一
國
ノ
物
産

ヲ
出
陳
シ
テ
彼
我
ノ
特
技
、
風
俗

長
所
等
ヲ
到
照
比
較
シ
以
テ
大
ニ

人
文
ノ
光
華
ヲ
装
掲
シ
一
國
ノ
品

位
ヲ
崇
高
ニ
シ
且
ツ
頼
テ
以
テ
通

鳳
凰
殿

鳳凰殿明治26年建設

（『臨時博覧会事務局報告附属図』（明治28年，同事務局）より転載）
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＼ 

覧
會
ノ
如
キ
好
機
二
於
テ
特

我
二
擬
ス
ル
者
ア
ル
ニ
至
ル

登
二
慨
嘆
二
勝
ユ
ヘ
ケ
ン
ヤ

リ
テ
ハ
支
那
ノ

一
部
ヲ
以
テ

我
國
維
新
以
来
凡
百
ノ
制
度

概
ネ
模
範
ヲ
西
洋
二
取
リ
シ

ヲ
以
テ
我
國
梢
ヲ
知
ラ
サ
ル

モ
ノ
ハ
動
モ
ス
レ
ハ
輛
チ
我

ヲ
目
ス
ル
ニ
晩
開
幼
栂
ノ
國

ヲ
以
テ
シ
其
太
甚
シ
キ
ニ
至

顧
フ
ニ
今
回
ノ
閣
龍
世
界
婢

ニ
壮
観
雅
麗
ノ
家
屋
ヲ
建
築

シ
以
テ
東
洋
ノ
一
大
帝
國
タ

ル
ノ
宜
相
ヲ
表
白
シ
併
テ
國

ヲ
建
ッ
ル
ノ
久
シ
キ
ヲ
公
示
ス
ヘ
キ
ハ
最
モ
必
要
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
亦
一
國
ノ
品
位

卜
威
厳
ト
ヲ
稜
揚
ス
ル
ノ
捷
径
タ
ル
ヲ
疑
ハ
ス
此
故
二
何
レ
ノ
邦
國
二
在
リ
テ
モ
博

梵
會
二
参
同
ス
ル
コ
ト
ニ
必
ラ
ス
自
國
固
有
ノ
堂
宇
家
屋
ヲ
建
槃
シ
且
ツ
施
ス
ニ
其

習
慣
風
俗
ノ
ー
班
ヲ
示
ス
ニ
足
ル
ヘ
キ
装
飾
ヲ

以
テ
シ
大
二
自
國
ノ
威
厳
ヲ
顕
揚
セ

ソ
7
ヲ
勉
メ
サ
ル
ハ
ナ
シ
而
シ
テ
我
帝
國
ハ
従
前
ノ
博
内
會
二
向
テ
未
夕
甘
テ
前
述

ノ
如
キ
家
屋
ヲ
建
築
セ
サ
リ
シ
ハ
洵
二
遺
憾
ト
ス
ル
所
ナ
リ
然
ル
ニ
今
回
ノ
閣
龍
世

界
博
究
會
ハ

富
強
世
界
二
冠
絶
セ
ル
米
醗
官
民
ノ
殆
卜
全
カ
ヲ
盛
シ
テ
鰹
営
シ
タ
ル

モ
ノ
ナ
レ
ハ
規
模
ノ
宏
牡
ニ
シ
テ
雄
大
ナ
ル
従
来
ノ
腐
國
縛
覧
會
卜
日
ヲ
同
フ
シ
テ

語
ル
ヘ
カ
ラ
ス
加
之
参
同
國
ノ
多
キ
宜
二
今
回
ヲ
以
テ
最
卜
為
ス
乃
チ
牡
観
雅
麗
ノ

家
屋
ヲ
建
築
シ
以
テ
東
洋
悠
久
ノ
一
大
帝
陸
タ
ル
買
相
ヲ
世
界
二
稜
表
ス
ル
ニ
於
テ

更
二
多
説
ヲ
要
セ
サ
ル
ナ
リ

鳳凰殿室内装飾のうち，藤原氏時代式居間（同前）

洵
二
是
レ
千
載
一
遇
ノ
機
運
タ
ル
ナ
リ
然
ル
ニ
此
目
的
ヲ
達
セ
ン
ニ
ハ
戟
近
ノ
建
築

式
二
依
ラ
ソ
ヨ
リ
ハ
寧
口
昔
時
ノ
様
法
二
取
ル
ヲ
以
テ
優
レ
リ
ト
ス
蓋
シ
我
國
古
来

建
築
ノ
精
美
ヲ
盤
｀
ゾ
雅
巧
ヲ
致
ン
ク
ル
ハ
天
平
二
始
マ
リ
藤
原
足
利
二
氏
二
至
リ
テ

極
レ
リ
天
乎
ハ
今
ヲ
去
ル
コ
ト
一
千
二
百
有
餘
年
ニ
シ
テ
ニ
氏
ノ
盛
時
敷
百
年
前
ニ

在
リ
若
シ
外
人
ノ
我
國
梢
二
通
セ
サ
ル
モ
ノ
ヲ
シ
テ
美
術
工
塞
ノ
進
歩
ノ
千
二
百
有

餘
年
前
業
二
已
二
此
ノ
如
ク
最
大
高
度
二
逹
シ
タ
ル
ヲ
知
ラ
シ
メ
ハ
彼
レ
必
ラ
ス
其

我
ヲ
蔑
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
翻
シ
テ
我
ヲ
敬
重
ス
ル
ノ
念
ヲ
生
ス
ル
ニ
至
ラ
ソ
果
シ
テ
然

ラ
ハ
其
國
櫂
ヲ
伸
張
・
ソ
國
威
ヲ
稜
揚
ス
ル
ニ
於
テ
重
要
ノ
蒻
繋
ヲ
有
セ
ス
ン
ハ
ア
ラ

ス
是
ヲ
以
テ
古
来
建
築
ノ
梓
ヲ
鍾
メ
ク
ル
彼
永
承
年
代
ノ
建
設
二
係
ル
宇
治
鳳
凰
堂

ノ
様
式
二
法
ト
リ
一
聯
三
棟
ノ
家
屋
ヲ
建
設
シ

而
シ
テ
其
内
部
ノ
装
飾
ハ
藤
原
足
利

徳
川
ノ
一
―
一
時
代
二
符
合
ス
ル
モ
ノ
ヲ
施
シ
其
周
困
ニ
ハ
我
庭
園
ヲ
造
リ
以
テ
該
建
築

ノ
秀
致
ヲ
助
ク
ル
ノ
設
計
ヲ
為
シ
ク
リ

初
メ
右
ノ
古
代
家
屋
ノ
形
状
及
ヒ
其
内
外
ノ
装
飾
ハ
金
閣
寺
．
r
鳳
凰
堂
ト
ノ
ニ
様
ニ

就
キ
其
一
ヲ
撰
探
ス
ル
コ
ト

、
ナ
シ
調
査
ノ
末
鳳
凰
堂
二
決
シ
之
力
全
證
ノ
設
計
ヲ

東
京
美
術
學
校
二
托
セ
リ
於
是
同
校
ハ
直
二
其
設
計
二
着
手
シ
大
家
名
流
各
々
カ
ヲ

盤
シ
テ
之
ヲ
分
抱
セ
リ
〔
下
略
〕

こ
の
よ
う
に
、
外
観
は
宇
治
の
平
等
院
鳳
凰
棠
に
拗
い
、
屋
内
は
中
央
（
約
二
十
坪
）

を
徳
川
時
代
風
に
、

左
（
約
十
坪
）
を
藤
原
時
代
風
に
、
右
（
同
上
）
を
足
利
時
代
風

に
作
り
、
各
時
代
の
室
内
装
飾
を
施
し
た
建
物
が
作
ら
れ
、
そ
の
中
に
帝
国
縛
物
館
出

品
の
家
具
調
度
品
が
備
え
付
け
ら
れ
た
。
建
物
の
設
計
者
は
文
部
技
師
久
留
正
道
（
明

治
二
十
四
年
六
月
＼
同
二
十
六
年
二
月
本
校
「
建
築
装
飾
術
」
授
業
嘱
託
）
で
、
日
本

土
木
会
社
が
建
造
を
担
当
し
、
明
治
二
十
六
年
三
月
落
成
。
室
内
装
飾
の
製
作
を
担
当

し
た
本
校
で
は
二
十
五
年
の
春
か
ら
十
月
下
旬
ま
で
の
間
、
教
官
生
徒
と
も
ど
も
夏
休

み
返
上
で
製
作
と
取
り
組
ん
だ
。
同
年
九
月
二
十
九
日
か
ら
三
日
間
、
関
係
者
を
本
校
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に
招
い
て
ほ
ぽ
完
成
し
た
製
品
を
公
開
。
そ
の
記
事
が
各
紙
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
そ
の

中
の
一
っ
、

『時
事
新
報
』
（
九
月
一
1

一
十
日
）
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

〔
マ
マ
j

〇
鳳
凰
堂
内
部
の
美
観
明
年
米
図
シ
カ
ゴ
府
に
於
て
開
設
す
る
世
界
大
博
翌
會
ヘ

我
が
農
商
務
省
よ
り
出
品
す
る
鳳
凰
堂
は
純
然
た
る
日
本
風
宮
殿
の
一
部
分
を
構
造

し
内
部
の
天
井
襖
欄
問
等
に
於
け
る
紺
甕
彫
刻
の
美
術
を
古
代

・
中
古

・
今
代
に
取

り
中
央
の
鳳
凰
堂
は
徳
川
氏
時
代
、
両
袂
と
も
い
ふ
べ
ぎ
右
手
の
一
室
は
藤
原
氏
時

代
、
左
手
の
一
室
は
足
利
氏
時
代
の
箱
盟
を
窯
し
出
し
優
美
の
中
に
韻
致
を
有
ち
て

俗
に
流
れ
ず
渾
て
都
雅
高
尚
を
旨
と
し
本
邦
固
有
の
美
術
を
普
く
外
國
人
に
示
さ
ん

と
の
趣
意
に
て
之
を
美
術
學
校
に
嘱
托
せ
し
慮
同
學
校
に
於
て
は
限
り
有
る
校
費
を

以
て
彫
刻
と
い
ひ
給
霊
と
い
ひ
金
碧
燦
然
た
る
着
色
を
施
し
生
徒
挫
成
上
充
分
の
滴

足
を
与
ふ
る
事
能
は
ず
常
に
之
を
遺
憾
と
す
る
折
柄
な
れ
ば
同
校
の
榮
脊
と
い
ひ
生

徒
の
稽
古
に
は
得
難
き
仕
合
せ
な
れ
ば
暑
中
休
暇
を
も
際
し
て
藤
原
氏
の
古
代
に
逆

り
東
山
時
代
を
穿
繋
し
て
岡
案
を
考
究
し
、
藤
原
時
代
は
箱
盛
教
授
巨
勢
小
石
氏
、

足
利
時
代
は
同
川
端
玉
章
氏
、
徳
川
時
代
は
橋
本
雅
邦
氏
、
彫
刻
は
彫
刻
教
授
高
村

光
雲
氏
之
を
擁
嘗
し
て
生
徒
に
従
事
せ
し
め
昨
今
猶
着
色
中
な
る
も
竣
功
の
分
丈
を

候
に
組
合
せ
昨
二
十
九
日
同
校
の
棲
上
に
於
て
主
務
省
の
官
吏
及
各
新
聞
社
員
等
に

一
覧
せ
し
め
た
り
鳳
凰
堂
に
於
け
る
合
天
井
の
如
き
は
合
計
三
百
枚
な
る
も
僅
か
に

三
十
枚
前
後
を
組
み
立
て
其
黒
塗
の
格
子
に
金
色
の
金
具
を
装
り
た
る
は
四
枚
の
み

に
て
只
其
一
部
を
知
ら
し
め
た
る
に
過
ぎ
ず
さ
れ
ど
此
の
一
部
四
枚
の
格
子
を
薇
め

た
る
を
見
て
三
百
枚
を
想
像
す
べ
く
何
れ
も
雌
雄
の
鳳
凰
を
向
ひ
合
わ
せ
て
回
形
に

窯
し
花
桐
の
唐
草
様
に
あ
し
ら
ひ
正
面
床
の
間
は
金
地
に
櫻
を
蓋
き
襖
の
一
面
は
同

じ
く
金
地
に
桐
と
鳳
凰
又
一
面
（
裏
表
に
あ
ら
ず
）
は
梅
に
水
禽
沸
泳
の
商
に
て
何

れ
も
営
時
名
家
の
固
風
を
顕
は
せ
し
も
の
な
り
又
藤
原
氏
足
利
氏
雨
時
代
の
二
室
は

金
地
に
桐
と
鳳
凰
を
一
封
に
甕
け
る
天
井
に
て
足
利
時
代
の
襖
は
金
地
に
塗
骨
七
本

の
扇
面
敷
十
枚
を
窯
し
或
は
栓
み
或
は
半
ば
開
き
た
る
も
の
あ
れ
ど
多
く
は
全
開
し

花
鳥
山
水
人
物
等
こ
れ
も
営
時
の
盛
風
に
模
擬
し
て
思
ひ
思
ひ
の
闘
様
を
顕
は
し
た

り
此
の
扇
面
は
一
園
必
ず
一
人
の
手
に
成
り
し
も
の
に
て
合
天
井
の
鳳
凰
が
百
枚
百

様
な
る
と
違
ひ
各
自
腕
を
揮
ふ
て
昏
れ
を
外
図
に
求
め
且
は
平
素
學
藝
上
の
黙
敷
を

多
く
取
ら
ん
と
競
争
し
た
る
も
の
な
れ
ば
一
層
見
榮
え
あ
り
藤
原
室
は
巨
勢
金
岡
等

の
古
闘
に
拗
ひ
し
も
の
に
て
四
季
の
山
水
人
物
等
を
夫
々
需
き
分
け
た
り
此
の
室
の

前
面
は
美
麗
な
る
簾
を
垂
れ
て
香
煉
峰
雪
掲
簾
看
の
時
代
を
想
ひ
起
さ
し
む
又
欄
間

の
彫
刻
も
表
裏
桐
に
鳳
凰
の
透
し
彫
り
に
て
看
色
の
エ
合
新
も
の
と
思
は
れ
ず
流
石

其
道
の
逹
人
が
教
授
に
成
り
し
も
の
と
て
感
心
の
外
な
し
右
は
昨
日
素
人
目
に
一
見

し
た
る
ま
で
に
批
評
を
下
す
の
明
に
乏
し
く
之
を
博
究
會
場
に
装
飾
せ
し
暁
は
金
碧

爛
燦
如
何
に
氣
高
き
事
な
ら
ん
か
観
る
者
を
し
て
坐
ろ
に
渡
航
の
念
を
生
ぜ
し
む
る

「
鳳
凰
殿
」
に
つ
い
て
は
前
出

『臨
時
博
覧
会
事
務
局
報
告
』
に
よ
っ
て
室
内
装
飾

各
部
分
の
作
者
名
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
同
古
の
附
属
図
（
別
冊
）
に
よ
っ
て
概
況
も

わ
か
る
が
、
最
も
よ
い
資
料
は
岡
倉
校
長
が
自
ら
執
筆
し
た
英
文
解
説
害

(T
H
E

H
0
-
-
0-
D
E
N
,
 B
y
 O
K
A
K
U
R
A
 K
A
K
U
D
Z
O
,
 K. O
G
A
W
A
,
 PU
B
L
I
S
H
E
R
,
 

1
8
9
3
,
 T
o
k
y
o
)
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
各
時
代
の
建
築
お
よ
び
建
築
装
飾
の
様
式
、
装

飾
製
品
と
作
者
な
ど
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
お
り

、

ま
た
、

•^

J
A
P
A
N,

t
h
e
 L
a
n
d
 of 

t
h
e
 
R
i
s
ing 
S
u
n
,
 ha
s
 b
e
e
n
 f
r
o
m
 a
n
c
i
e
n
t
 
t
i
m
e
s
 c
o
n
s
i
d
e
r
e
d
 
t
h
e
 
birth
1
 

p
l
a
c
e
 
of 
t
h
e
 
H
0
-
0
 
(o
r
 p
h
o
e
n
i
x
)
.
と
、
大
層
高
掲
し
た
調
子
で
始
ま
る
序
文

も
、

「
鳳
凰
殿
」
室
内
装
飾
の
製
作
に
よ
っ
て
本
校
を
国
家
的
事
業
に
参
加
さ
せ
る
こ

と
に
成
功
し
た
岡
倉
の
得
意
な
心
中
を
坊
彿
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
っ
て
、

一
種
興
味
を

ひ
く
。
本
校
が
こ
の
種
の
室
内
装
飾
を
担
当
す
る
こ
と
は
開
校
前
か
ら
計
画
さ
れ
て
い

た
も
の
で
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
発
言
（
「
日
本
美
術
行
政
に
関
す
る
提
言
」
『
フ
ェ
ノ
ロ
サ

資
料
ー
』
六
一
頁
）
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
本
校
の
最
大
の
努
力
目
標
の
―
つ
で
あ
っ
た
が
、

と
い
ふ
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西
郷
隆
盛
銅
像

明
治
二
十
二
年
、
故
西
郷
隆
盛
に
復
位
の
恩
命
が
下
さ
れ
た
の
を
機
に
銅
像
建
設
の

計
画
が
始
ま
っ
た
。
楠
公
銅
像
の
場
合
と
同
様
、
計
画
の
プ
レ
イ
ン
は
九
鬼
隆
一
で
、

ま
ず
、
左
記
の
よ
う
な
図
案
懸
買
募
渠
を
行
っ
た
。

今
般
贈
正
三
位
西
郷
隆
盛
君
紀
念
ノ
為
メ
有
志
相
謀
リ
適
嘗
ノ
地
二
銅
像
ヲ
建
設
候

風
采
ヲ
示
ス
ニ
足
ル
ヲ
旨
ト
シ
左
ノ
制
限
二
由
リ
右
銅
像
ノ
岡
案
ヲ
募
集
ス

一
馬
上
高
サ
ニ
丈
以
下
一
丈
以
上
ノ
事
一
陸
軍
大
将
ノ
軍
服
ヲ
着
ス
ル
事

場
所
ハ
未
定
ナ
レ
ト
モ
東
京
市
内
ノ
公
園
二
装
置
ノ
事
一
宜
金
二
白
円
ノ
事

一
期
限
ハ
今
年
十
二
月
十
日
マ
テ
ニ
左
ノ
場
所
へ
送
致
有
之
度
事
一
闘
案
ハ
彫

刻
二
適
ス
ル
ヲ
目
的
ト
シ
向
背
二
面
ヲ
差
出
ス
ベ
キ
事

明
治
廿
二
年
十
月
十
一
日

6
 

校
友
会
建
物

「
校
友
会
倶
楽
部
」
と
し
て
長
く
愛
用
さ
れ
た
建
物
で
、
増
築
修
理
、
会
議
室
へ
の

転
用
な
ど
を
経
て
第
二
次
大
戦
敗
戦
直
後
に
は
本
校
関
係
者
の
合
同
宿
所
と
化
し
、
荒

廃
し
て
昭
和
三
十
四
年
に
取
り
壊
さ
れ
た
。
こ
の
建
物
は
最
初
、
桜
井
敬
徳
僧
都
の
た

め
に
ビ
ゲ
ロ
ウ
が
小
石
川
に
「
円
密
道
場
」
と
し
て
建
て
た
も
の
で
、
敬
徳
歿
後
、
本

校
内
に
移
築
し
た
の
で
あ
る
。
敬
徳
は
一
二
井
寺
法
明
院
住
職
で
、
教
部
省
教
琳
職
と
し

て
東
京
で
も
活
動
。
岡
倉
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
ビ
ゲ
ロ
ウ
ら
の
師
で
あ
っ
た
。

5
 

岡
倉
は
コ
ロ
ン
プ
ス
世
界
陣
覧
会
と
い
う
好
機
を
と
ら
え
て
そ
の
計
画
を
実
現
し
た
の

で
あ
っ
た
。
な
お
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
こ
の
博
覧
会
の
際
に
主
催
国
側
の
美
術
審
査
委
員

と
し
て
、
あ
る
い
は
講
演
を
行
っ
て
日
本
美
術
の
宜
揚
に
つ
と
め
た
。

贈
正
三
位
西
郷
隆
盛
君
銅
像
岡
案
懸
宜
券
集
廣
告

ニ
付
威
容
端
厳
ニ
シ
テ
君
ヵ
維
新
ノ
元
勲
ト
シ
テ
朝
廷
二
大
功
偉
絞
ヲ
致
サ
レ
タ
ル

崎
雪
竪
氏
語
り
て
曰
く

麹
町
靡
―
―
一
年
町
一
番
地

（
明
治
二
十
二
年
十
月
十
五
日
『
東
京
日
日
新
聞
』
広
告
欄
）

こ
の
募
集
広
告
が
示
す
と
お
り
、
当
初
は
陸
軍
大
将
の
軍
服
を
荘
け
た
乗
馬
姿
の
像

を
作
り
、
東
京
市
内
の
公
園
に
据
え
付
け
る
計
画
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
「
紀
念
銅
像

建
設
趣
意
害
」
（
明
治
二
十
三
年
二
月
二
十
五
日
付

『東
京
朝
日
新
聞
』
所
載
）
を
見

る
と
、
そ
の
像
を
数
丈
の
台
石
に
乗
せ
る
こ
と
や
、
上
野
公
園
に
建
設
す
る
こ
と
な
ど

が
計
画
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
計
画
で
は
巨
額
の
経
我
を
要
す
る

た
め
、

一
丈
二
尺
の
立
像
を
建
て
る
こ
と
に
し
た
。
藤
田
文
蔵
の
談
話
（
後
出
）
に
よ

れ
ば
、
こ
の
段
階
で
原
型
の
公
募
が
行
わ
れ
た
ら
し
い
が
委
細
不
明
で
あ
る
。

明
治
二
十
五
年
に
至
り
、
本
校
は
右
の
制
作
を
一
任
さ
れ
た
。
そ
れ
は
建
設
委
員
長

の
樺
山
資
紀
と
九
鬼
と
の
相
談
で
決
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
経
牧
は
二
万
二
九
五

0
円
で

あ
っ
た
。
本
校
で
は
岡
倉
校
長
指
揮
下
、
教
官
た
ち
が
各
方
面
か
ら
衰
料
を
集
め
て
像

姿
の
検
討
を
行
い
、
高
村
光
実
、
後
藤
貞
行
、
山
田
鬼
斎
（
の
ち
に
林
美
雲
に
交
替
）

ら
が
校
内
で
制
作
に
着
手
し
た
。
彼
ら
は
は
じ
め
森
集
広
告
ど
お
り
に
陸
軍
大
将
の
正

装
を
着
け
た
立
像
の
木
彫
雛
形
（
二
十
六
年
完
成
）
を
作
っ
た
が
、
議
論
が
起
こ
っ
た

た
め
、
現
在
の
よ
う
な
遊
猟
姿
に
改
め
て
‘
-
―
―
十
年
春
に
木
型
を
完
成
さ
せ
た
。
鋳
造

担
当
は
岡
崎
雪
声
で
、
美
術
学
校
騒
動
を
挟
ん
で
三
十
一
年
五
月
に
完
成
。
台
座
は
塚

本
靖
の
監
督
に
よ
る
も
の
で
、
同
年
十
二
月
十
八
日
に
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
岡
崎
雪

声
は
次
の
よ
う
な
制
作
談
を
残
し
て
い
る
。

品
竺
嗜
西
郷
銅
像
錨
造
談

本
日
上
野
公
園
に
於
て
除
幕
式
暴
行
せ
ら
る
べ
き
老
西
郷
の
銅
像
に
付
銹
金
主
任
岡

九
鬼
隆

樺
山
資
紀
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銅
像
建
設
の
計
證
熟
し
て
寄
附
金
募
集
に
着
手
せ
し
は
遠
く
明
治
廿
二
年
中
な
り
と

の
事
な
る
が
美
術
學
校
が
其
の
製
作
一
切
を
請
負
ひ
し
は
確
か
廿
五
年
の
夏
と
覺
ゆ

而
し
て
最
初
木
彫
部
に
於
て
之
が
模
型
を
製
作
し
余
の
手
に
渡
り
し
は
漸
や
く
昨
年

三
四
月
の
候
に
し
て
完
成
せ
し
は
本
年
五
月
廿
五
日
所
謂
美
術
學
校
騒
動
の
正
に
天

下
を
蔑
か
し
つ
4

あ
る
頃
な
り
き
然
れ
ば
世
上
或
ひ
は
岡
崎
の
銅
像
々
々
々
々
々
と

稲
せ
ら
る
4

も
の
少
な
か
ら
ざ
れ
ど
岡
崎
の
手
を
下
し
た
る
は
僅
か
に
其
の
後
半
部

に
し
て
意
匠
構
造
組
織
の
大
證
に
開
し
て
は
全
く
木
彫
主
任
高
村
光
雲
外
敷
氏
の
功

に
蹄
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
殊
に
老
西
郷
は
生
前
背
つ
て
窯
箕
を
撮
り
し
事
な
か
り
し
た

め
其
の
肖
像
に
就
て
は
人
の
知
る
能
は
ざ
る
苦
心
を
な
し
先
づ
元
印
刷
局
御
一
届
キ
ヨ

ソ
ネ
氏
の
石
版
盛
を
根
披
と
し
て
翁
が
生
前
の
知
己
親
戚
に
付
き
一
々
其
の
好
否
を

問
ひ
服
装
も
は
じ
め
陸
軍
大
将
の
正
服
な
り
し
が
後
平
服
に
犬
を
牽
き
た
る
現
在
の

ぁ
ぷ
ら

づ
ら

も
の
に
改
め
石
音
像
を
も
幾
度
か
造
り
て
幾
度
か
壌
ち
木
彫
に
移
り
て
も
亦
削
り
つ

添
へ
つ
非
常
の
経
螢
を
重
ね
し
由
而
し
て
斯
く
の
如
き
は
濁
り
営
局
其
の
人
に
の
み

止
ら
ず
局
外
の
諸
氏
も
亦
非
常
の
熱
心
を
以
て
之
を
輔
け
青
森
縣
知
事
河
野
主
一
郎

氏
の
如
き
城
山
没
落
ま
で
翁
に
従
ひ
常
に
其
の
髯
剃
り
役
を
勤
め
し
と
の
故
を
以
て

殊
に
一
昨
年
の
夏
中
炎
天
を
冒
し
て
日
々
美
術
學
校
へ
通
は
れ
彫
刻
手
に
助
言
し
て

身
自
ら
職
エ
と
な
ら
ん
ば
か
り
に
盤
力
せ
ら
れ
た
り

斯
く
し
て
造
り
上
げ
ら
れ
た
る
模
型
は
愈
不
肖
岡
崎
の
手
に
渡
さ
れ
ぬ
諸
氏
が
苦
心

も
諸
氏
が
熱
誠
も
成
す
と
成
さ
ぬ
と
は
余
が
双
肩
に
か
4

り
老
西
郷
を
生
か
す
も
殺

す
も
―
つ
に
余
の
か
弱
き
腕
に
任
か
せ
ら
れ
た
り
妓
に
於
て
か
余
は
沈
思
敷
日
如
何

に
し
て
諸
氏
が
苦
心
を
水
泡
に
蹄
せ
し
め
ず
老
西
郷
の
風
貌
を
し
て
永
く
生
け
る
が

出

る

ぷ

如
く
な
ら
し
む
べ
き
か
を
思
ひ
め
ぐ
ら
し
遂
ひ
に
丸
錨
き
の
法
を
取
る
事
に
決
し
た

り
蓋
し
丸
銹
き
は
躊
金
中
の
尤
も
難
な
る
も
の
に
し
て
殊
に
一
丈
三
尺
の
立
像
と
云

ふ
が
如
き
事
は
我
邦
に
未
だ
例
あ
ら
ざ
る
事
な
れ
ば
鈍
き
腕
の
或
ひ
は
如
何
か
と
思

は
ざ
る
に
も
あ
ら
ざ
り
し
が
西
郷
其
の
人
の
腑
と
星
と
を
現
は
さ
ん
に
は
之
れ
を
錨

者
に
あ
り
桂
陵
）

く
も
又
之
に
相
嘗
す
る
の
用
意
と
心
術
と
を
以
て
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
そ
れ
に
は
登
り

錨
き
又
は
取
附
け
の
法
に
よ
ら
ん
よ
り
は
寧
ろ
難
く
と
も
一
氣
呵
成
の
丸
錨
き
に
す

マ
マ

る
こ
そ
ょ
け
れ
と
思
も
着
々
其
の
準
備
に
取
掛
り
た
り

ゅ

而
し
て
愈
溶
鐵
を
注
ぐ
べ
く
決
定
せ
し
は
昨
年
の
十
二
月
廿
三
日
、
委
員
職
員
諸
氏

た
が

を
も
招
き
て
千
二
百
貫
の
溶
鐵
を
沸
か
し
た
て
模
型
を
ば
十
分
に
鐵
の
箱
に
て
締
め

用
意
を
全
く
整
へ
て
、

一
盤
の
琥
令
と
共
に
注
ぎ
畢
は
り
た
り
其
の
状
の
す
さ
ま
じ

さ
其
光
景
の
壮
快
さ
は
到
底
身
其
の
境
に
臨
ま
ざ
れ
ば
解
す
る
能
は
ず
一
滴
罷
に
飛

び
か
4

る
と
も
直
ち
に
肉
の
内
に
メ
リ
込
む
如
き
た
ぎ
り
立
っ
た
る
湯
の
飛
滴
紛
々

た
る
中
を
縦
横
に
飛
び
交
ふ
職
工
十
敷
人
之
を
指
揮
す
る
余
自
身
も
亦
宜
に
戦
場
に

臨
み
た
ら
ん
が
如
く
躊
き
上
が
る
ま
で
は
吾
身
に
し
て
吾
身
に
あ
ら
ざ
る
が
如
き
感

あ
り
き
而
か
も
斯
く
し
て
錨
き
上
げ
た
る
銅
像
は
不
幸
に
し
て
思
ひ
し
ま
4

の
成
績

を
見
る
能
は
ず
一
時
に
注
ぎ
込
み
し
勢
に
て
模
型
を
締
め
た
る
鐵
の
箱
ハ
ネ
て
肩
の

ほ
と
り
に
一
寸
餘
の
吹
き
出
し
を
な
し
従
っ
て
脚
部
に
溶
の
ま
は
り
方
少
な
か
り
し

に
ぞ
直
ち
に
又
一
二
百
貰
の
溶
鐵
を
沸
か
し
て
脚
部
に
躊
き
足
し
漸
く
此
の
部
分
だ
け

は
完
全
な
ら
し
む
る
を
得
た
り
然
れ
ど
肩
の
吹
き
出
し
は
如
何
す
べ
ぎ
敗
模
型
を
取

り
除
く
ま
で
は
安
き
心
も
あ
ら
ざ
り
し
が
、
扱
愈
取
除
く
段
に
な
り
し
に
不
思
議
に

も
吹
き
出
し
は
吹
き
出
し
の
如
く
に
見
受
け
ら
れ
ず
反
つ
て
原
型
よ
り
は
肩
の
一
層

張
り
し
た
め
老
西
郷
ら
し
き
慮
を
生
じ
委
員
諸
氏
の
鑑
定
を
請
ひ
し
に
執
れ
も
過
が

反
つ
て
功
名
と
な
り
し
と
て
余
も
漸
く
心
を
安
ん
ず
る
を
得
た
り
而
し
て
余
は
之
を

最
後
の
製
作
と
し
て
同
日
直
ち
に
僻
表
を
呈
出
し
岡
倉
氏
と
共
に
今
は
此
の
美
術
院

に
て
不
相
要
好
め
る
道
を
は
げ
み
つ
A

あ
り
此
の
暮
れ
ま
で
に
は
豊
橋
よ
り
依
頼
さ

れ
し
神
武
天
皇
の
九
尺
像
も
完
成
す
べ
け
れ
ば
重
ね
て
来
給
へ
又
ゆ
る
／
＼
御
話
申

さ
ん
是
れ
ば
か
り
は
宜
地
な
ら
で
は
了
解
す
る
能
は
ざ
る
も
の
故
（
文
責
は
一
に
記

（
明
治
一
二
十
一
年
十
二
月
十
八
日

『
国
民
新
聞
』
）
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と
こ
ろ
で
、
こ

の
銅
像
の
原
型
も
楠
公
銅
像
と
同
様
、
木
彫
教
官
の
み
で
作
っ
た
。

洋
風
彫
刻
家
で
あ
る
藤
田
文
蔵
は
明
治
二
十
三
年
十
二
月
以
降
植
田
楽
斎
が
京
都
清
水

に
建
設
を
計
画
し
て
い
た
西
郷
隆
盛
銅
像
の
原
型
制
作
を
手
掛
け
、
キ
ョ
ソ
ー
ネ
筆
の

肖
像
画
お
よ
び
西
郷
の
関
係
者
の
意
見
に
基
づ
い
て
塑
造
原
型
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
の

仕
事
は
楽
斎
の
死
去
に
よ
っ
て
宙
に
浮
い
て
し
ま
っ
た
が
、
原
型
は
そ
の
盛
手
元
に
あ

っ
た
の
で
、
藤
田
は
当
然
上
野
の
銅
像
の
原
型
と
し
て
そ
れ
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
現
は
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
関
し
て
藤
田
は
「
塑
像

家
藤
田
文
蔵
氏
」
（
『
新
小
説
』
第
四
年
第
一
一
一
巻
。
明
治
三
十
二
年
二
月
五
日
）
に
次
の

よ
う
な
興
味
深
い
談
話
を
残
し
て
い
る
。

丁
度
其
時
上
野
へ
西
郷
翁
の
銅
像
を
建
て
る
の
で
廣
＜
其
製
作
の
募
集
が
出
た
の

で
、
自
分
も
是
迄
に
為
た
の
で
あ
る
か
ら
斯
の
機
を
幸
ひ
に
是
を
持
出
し
た
の
で

す
。
同
時
に
大
熊
氏
も
造
つ
て
出
す
、
其
か
ら
も
う
一
個
誰
で
し
た
か
應
じ
た
者
が

あ
り
ま
し
た
。
審
査
も
首
尾
よ
く
滴
ん
で
、
僕
は
其
時
の
美
術
學
校
長
岡
倉
覺
一
＿
一
氏

か
ら
君
の
出
し
た
の
が
禰
々
採
用
さ
れ
た
と
い
ふ
報
告
に
接
し
ま
し
た
。

物
事
は
不
思
議
で
す
ね
、
其
頃
日
本
の
美
術
界
に
西
洋
主
義
と
日
本
主
義
と
の
大
衝

突
が
あ
っ
て
小
山
正
太
郎
、
浅
井
忠
等
の
人
々
が
大
分
氣
焙
を
吐
い
た
事
が
あ
る
、

然
し
詰
る
と
こ
ろ
日
本
主
義
の
方
の
旗
色
が
盛
ん
で
、
其
名
残
は
西
郷
翁
の
像
も
日

本
の
木
彫
で
為
る
事
に
な
っ
た
。
で
岡
倉
さ
ん
が
或
日
自
分
を
呼
ん
で
、
是
々
の
始

あ
れ

末
で
仕
方
が
無
い
、
就
て
は
君
も
彼
だ
け
に
苦
心
を
為
て
造
っ
た
物
で
あ
る
し
、
審

査
の
上
君
の
を
採
用
す
る
に
極
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
何
う
か
彼
の
肖
像
を
學
校
へ

誼
つ
て
呉
れ
ま
い
か
、
黄
用
は
何
程
で
も
出
す
と
言
は
れ
た
が
、
僕
は
其
は
御
免
を

蒙
る
と
断
然
御
こ
と
わ
り
を
為
た
、
岡
倉
さ
ん
は
今
一
度
君
も
考
へ
て
置
い
て
呉
れ

と
其
儘
に
別
れ
て
了
っ
た
の
で
、
其
後
彼
方
か
ら
も
言
出
さ
ず
、
此
方
か
ら
も
返
事

を
為
ず
に
過
ぎ
た
が
、
學
校
で
高
村
光
雲
氏
が
木
彫
に
着
手
し
た
と
は
聞
き
ま

し

関

連

事

項

①

二
十
五
年
度
経
費
と
校
長
譴
責

な
お
、
同
誌
に
は
藤
田
の
西
郷
像
（
胸
像
、
塑
造
）
と
上
野
の
西
郷
銅
像
の
写
真
が

並
ん
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

日
蓮
上
人
銅
像
雛
形

現
在
、
博
多
東
公
涸
に
あ
る
日
蓮
上
人
の
大
銅
像
(
1

0
.

6

m
)

は
、
明
治
二
十
一
年

に
福
岡
県
下
の
日
蓮
宗
徒
（
代
表
佐
野
前
励
）
に
よ
っ
て
建
設
計
画
が
始
ま
り
、
同
三

十
七
年
十

一
月
に
落
成
し
た
が
、
製
作
の
大
半
は
本
校
が
担
当
し
た
。
ま
ず
、
こ
の

二

十
五
年
に
該
銅
像
の
雛
形
製
作
が
本
校
に
依
嘱
さ
れ
、
そ
の
際
、
校
友
会
が
懸
賞
図
案

（
下
図
）
募
集
を
行
い
、
下
村
観
山
作
の
右
手
に
安
国
論
の
巻
物
を
握
り
、
左
手
に
数

珠
を
持
つ
日
蓮
像
の
図
案
と
、
島
田
佳
突
作
の
台
座
の
図
案
と
が
一
等
に
選
ば
れ
た
。

雛
形
制
作
の
担
当
者
と
な
っ
た
竹
内
久
一
は
さ
ら
に
細
か
い
考
証
を
加
え
て
図
案
を
作

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
木
彫
の
雛
形

(
1
-50
)
を
製
作
。
岡
崎
雪
声
が
こ
れ
を
鋳
造
し

た
。
二
十
七
年
に
至
り
―
―
―
丈
二
尺
の
銅
像
原
型
（
木
型
）
と
台
座
型
の
製
作
が
本
校
に

依
嘱
さ
れ
、
同
じ
く
竹
内
久
一
が
翌
二
十
八
年
に
本
校
内
の
製
作
場
で
銅
像
原
型
の
製

作
に
着
手
し
、
翌
二
十
九
年
六
月
に
完
成
。
次
い
で
岡
崎
雪
声
が
本
校
内
の
鋳
造
場
で

頭
部
と
両
手
首
の
鋳
造
に
着
手
し
、
同
―
―
―
十
一
年
、
美
術
学
校
騒
動
後
に
こ
れ
を
完

成
。
胴
体
の
方
は
佐
賀
の
谷
口
鉄
工
所
が
分
鋳
法
に
よ
っ
て
鋳
造
し
た
。
当
時
は
近
世

最
大
の
銅
像
と
し
て
世
の
注
目
を
集
め
た
も
の
で
、
そ
の
製
作
技
法
等
に
つ
い
て
は

贔
頌
5
日
蓮
上
人
銅
像
』
（
中
牟
田
佳
彰

・
田
中
一
幸

・
木
下
禾
大
共
著
。
昭
和
六
十

一
年
。
西
日
本
新
聞
社
）
に
詳
か
で
あ
る
。

7
 こ。

ふー
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